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MZプラットフォームを拡張したスマート製造ツールキット
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IoT編講習内容の全体構成
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講習時の使用環境

• ノートPC
– エッジ側：データ送信アプリケーション

– サーバ側：データベース（MySQL）

– サーバ側：可視化用MZアプリケーション
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サーバ側データベースの準備
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サーバ側データベースへの接続準備１

• 前提

– サーバ側MySQLインストール済

– クライアント側JDBCドライバインストール済

– 工程管理簡易版の動作確認済
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サーバ側データベースへの接続準備２

• 作業

– サーバ側：配布したBATファイルの実行

• データベース「mzdb」の作成

• テーブル「iot_events」「iot_events_latest」
「iot_desc」「iot_view」の作成

• アカウント「mzadmin」の作成と権限設定
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サーバ側データベースの確認方法１

• MySQLコマンドラインクライアント

– mysql> show databases;

– mysql> use mzdb;

– mysql> show tables;

– mysql> select * from iot_events;
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サーバ側データベースの確認方法２

• MZサンプルアプリ

– AP_DATA¥Sample¥データベースアクセス_1.mzax

– 接続設定を入力して接続
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データ閲覧アプリケーションの作成
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データ閲覧アプリケーションの作成

• ビルダーでIoTDBViewerSimple0.mzaxを開く

• 実行ボタンの処理を記述

• 完成版はIoTDBViewerSimple1.mzax
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データ閲覧アプリケーションの使用方法

• DB管理ボタンで接続先が適切であることを確認

• フィールドにSQL文を入力

– 例：select * from iot_events

• 実行ボタンを押す
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データ送信アプリケーションの作成
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データ送信アプリケーションの作成

• ビルダーでIoTDataSenderSimple0.mzaxを開く

• データ登録処理(DB)のファンクションを記述

• 完成版はIoTDataSenderSimple.mzax
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データ送信アプリケーションの使用方法

• DB管理ボタンで接続先が適切であることを確認

• コンボボックスでTYPEを選択または入力

• フィールドにVALUEを入力

• データ送信ボタンを押す
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可視化用データ整形とグラフ表示
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1日のデータを折れ線グラフに（１）

• データ閲覧アプリケーション
（ IoTDBViewerSimple1.mzax ）に処理を追加

• iot_eventsのデータ取得と整形：温度

– select date_format(time,'%Y/%m/%d %H:%i') as 
"Time", source, avg(value) as "Value" 
from iot_events
where type='TEMPERATURE' group by source, 
date_format(time,'%Y/%m/%d %H:%i’) 
order by Time asc

– 実用的にはさらに日時範囲指定の条件が必要となる
例: time >= ‘2018-08-01’ and time < ‘2018-08-02’
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1日のデータを折れ線グラフに（２）

• データ整形は複合コンポーネント
「データ整形折れ線グラフ用.mzcx」を追加

• テーブルから折れ線
グラフに表示切替

• 折れ線グラフの
クリア処理を忘れずに

• 完成版は
IoTDBViewerSimple2.mzax

18



http://www.monozukuri.org/mzplatform/

1日のデータをガントチャートに

• データ整形は複合コンポーネント
「データ整形ガントチャート用.mzcx」を追加

• ガントチャートを追加

• ガントチャートの
クリア処理を忘れずに

• 完成版は
IoTDBViewer
Simple3.mzax
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